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　「義肢装具療法」として企画さ
れたそうですが，ボリュームが多く
なり「義肢療法」と「装具療法」と
に分冊されたそうです．確かに，
この2冊が1冊になると重 し々い

ですし，初学者たちが文字離れし
ているこの時代にはそぐわないで
しょう．義肢も装具も義肢装具士
がかかわり作製されるので1冊に
まとめられた書籍であってもおかし
くはないのですが，義肢と装具と
では必要とする対象者はまったく
違いますし，理学療法士のかかわ
り方は自ずと異なります．理学療
法士の卒前教育に用いられてき
たこの類の書籍は義肢と装具と
が1つにまとめられており，本書は
これまでの概念を打ち破ったもの
として評価できます．
　実習生や新卒者は，装具のこと
をよく知らない傾向がありますし，
装具の適応や装具を用いた運動
療法の具体的な方法がほとんど
教育されていないと感じます．大

切なのはツールとしての装具をど
のような対象者にどう使うかであ
り，それは理学療法士に委ねられ
ているのです．『イラストでわかる
装具療法』ではその説明が加わ
りました．画期的なことです．臨
床ではもっと詳しく，もう少しかゆ
いところに手を伸ばして，という思
いはありますが，教科書レベルと
してはこれでよいと思います．教
員の立場にしても正直助かるの
ではないでしょうか．文章もコンパ
クトですし，多くのイラストが学生
の目を引きそうです．
　あえて注文をつけると，装具を
必要とする対象を広げすぎて，そ
れぞれの領域での説明に制限が
できたこと，写真では細かい陰影
がわかりにくいということでイラス

ト化されたのに図が小さくなって
しまったことなどが挙げられます．
逆に言えば，それだけ情報が満
載でポイントを絞った優れた教科
書であると言えるでしょう．

　耳慣れない「義肢療法」という
用語についてはいろいろな意見
があるでしょう．要はその中身で
す．本書ではスポーツ領域もしっ
かり取り上げ，現在の支給体系に
ついても触れ，充実した内容であ
ると思います．義肢にかかわる理
学療法の進め方はこれまでも多く
の教科書，書籍に紹介されていま
すが，本書ではそれらを圧倒する
ほど相当なページが割かれていま
す．
　両書は，各章の冒頭に「エッセ
ンス」がまとめられています．それ
らを踏まえながら読み解いていく
ことで学習が進みそうです．また
随所にある「トピックス」や「先輩
からのアドバイス」もとてもわかり
やすく有効な内容になっており，
執筆者や編集者の学生に対する
愛情を感じます．
　両書は，これまでの教育界に一
石を投じた主張のある存在になっ
ています．
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